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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 19 年５月 18 日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたし

ましたのでお知らせします。 

 

記 

 

１．平成 20 年３月期中間業績予想の修正（平成 19 年４月１日～平成 19 年９月 30 日） 

 (1) 連結 (金額の単位：百万円) 

 売 上 高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 18,600 2,040 1,756 1,062 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 17,400 1,477 1,285 793 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,200 △563 △471 △269 

増 減 率            （％） △6.5 △27.6 △26.8 △25.3 

（ご参考） 

前期実績（平成 18 年９月期） 
14,687 873 879 606 

 (2) 個別 (金額の単位：百万円) 

 売 上 高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 14,864 1,476 1,333 810 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 13,662 941 755 438 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,202 △535 △578 △372 

増 減 率            （％） △8.1 △36.2 △43.4 △45.9 

（ご参考） 

前期実績（平成 18 年９月期） 
13,951 1,413 1,524 975 

 



 

２．平成 20 年３月期通期業績予想の修正（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日） 

 (1) 連結 (金額の単位：百万円) 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 42,000 5,300 4,733 3,000 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 38,890 4,370 3,880 2,570 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △3,110 △930 △853 △430 

増 減 率            （％） △7.4 △17.5 △18.0 △14.3 

（ご参考） 

前期実績（平成 19 年３月期） 
34,767 3,342 3,418 2,348 

 (2) 個別 (金額の単位：百万円) 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 31,076 3,197 2,902 1,719 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 28,000 2,050 1,710 1,010 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △3,076 △1,147 △1,192 △709 

増 減 率            （％） △9.9 △35.9 △41.1 △41.2 

（ご参考） 

前期実績（平成 19 年３月期） 
29,063 3,079 3,226 2,072 

 

３．修正の理由 

 新規事業である計測・制御・シミュレーションシステム（DSP システム）については、積極的に新

製品の開発に努め自動車産業を中心に市場浸透を図っておりますが、顧客における製品評価等に時

間を要していること、及び米国子会社 A&D TECHNOLOGY INC.との共同開発よる効果が遅れていること

などにより、売上高及び利益面において想定した成果を得られないことが見込まれ、また、半導体

露光装置関連製品については、取引先における計画下方修正の影響を受け予想した売上高及び収益

を維持することができないものと判断しました。 

 以上の状況を勘案した結果、当中間期及び通期の業績予想を上記の通り修正することと致しまし

た。 

 なお、配当金につきましては、安定配当の観点から当初の予想（1株当たり中間期末 7円、期末 7

円、年間 14 円）を変更しておりません。 

 

（注）上記の業績予想は、本資料発表日現在において入手している情報及び合理的であると判断する

一定の前提に基づいて作成したものであり、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可

能性があります。 

 

以  上 


